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     川崎市恵楽園デイサービスセンター 

                 運   営   規   程                   

             

   

1、（事業の目的） 

第１条 社会福祉法人 川崎聖風福祉会が運営する川崎市恵楽園デイサービスセンター 

（以下「事業所」という）が行う通所介護及び介護予防通所サービス（以下「通所介 
護等」という）の事業の適正な運営を確保するために、人員及び管理運営に関す 
る事項を定め、在宅の要介護の方々に対し、通所によって各種のサービスを提供 
することを目的とします。 

 

2、（運営の方針） 

第２条 事業所はご利用者が要介護状態等となった場合においても、そのご利用者が 
可能な限りその居宅において、有する能力に応じ自立した日常生活を営むことが 
できるよう、必要な日常生活上の世話及び機能訓練を行います。 
また、ご利用者の社会的孤立感の解消及びご利用者のご家族の身体的及び精神的 
負担の軽減を図るものとします。 

 

２ 事業所は、ご利用者の担当の介護支援専門員または包括支援センター職員の 
作成したケアプランにもとづき、通所介護計画または介護予防通所サービス 
計画（以下「通所介護計画等」という）を作成し、ご利用者が必要とする適切な 
サービスを提供するものとします。 

 

３ 通所介護等の提供にあたっては、ご利用者の要介護状態の軽減、若しくは悪化の 
防止の目的を設定し計画的に行うものとします。 

 

４ 通所介護等の提供にあたっては、通所介護計画等、に基づき、ご利用者の機能訓練 
及び日常生活を営む上で必要な援助を行うものとします。 

 

５ 職員は、通所介護等の提供にあたっては懇切丁寧に行うことを旨とし、ご利用者 
又はそのご家族に対し、サービスの提供方法等について理解しやすいように説明を 
行うものとします。 

 

６ 事業所は、常にご利用者の心身の状況を的確に把握し、相談援助、機能訓練、 
その他必要なサービスをご利用者の希望に添って適切に提供します。特に認知症の 
状態にある要介護の方々に対しては、必要に応じたサービスの提供ができる体制を 
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整えるものとします。 

 
７ 事業所は、自らその提供する通所介護等の質の管理、評価を行い、常にその改善を 

図るものとします。 
 

８ 事業所は、ご利用者の求めに応じ、いつでもサービス提供記録を開示いたします。 

  文章にて提供する場合においては、コピー代として実費分をいただきます。 

 

９ 事業所は、サービスの提供に関する記録を川崎市の条例にもとづき完結の日から 

５年間保存いたします。 

 

（事業所の名称等） 

第３条 事業所の名称及び所在地は次のとおりとします。 

    （１）名 称    川崎市恵楽園デイサービスセンター 

    （２）所在地  神奈川県川崎市高津区下作延２丁目２６番１号 

 

（職員の職種、員数及び職務の内容） 

第４条 事業所に勤務する職員の職種、員数及び職務の内容は次のとおりとします。 

   （１）管理者    １名 

     管理者は、事業所の職員の管理及び業務の管理を一元的に行います。 

   勤務表の作成に関すること。 
（２）生活相談員  ２名 

    関係機関との連絡調整。 
サービス前訪問調査及びサービス担当者会議への出席 

    通所介護等の企画立案、開催、運営に関すること。 

    通所介護計画等の作成とそれに従ったサービスの実施及び目標の達成状況の記録。 

    ご利用者の個別情報、データベース管理。 

  （３）看護職員   1.5名 

    通所介護計画等に従ったサービスの実施及び目標の達成状況の記録。 
    医師との連携によるご利用者の健康管理。 

    保健・医療機関との連携。 
サービス前訪問調査及びサービス担当者会議への出席。 

  （４）介護職員   ５名 

    通所介護等の企画立案及び開催運営に関すること。 

    通所介護計画等に従ったサービスの実施状況及び目標の達成状況の記録。 

        ご利用者の食事、入浴、排泄等の介助。 

  （５）機能訓練指導員  0.5名 
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日常生活を営むのに必要な機能の減退を防止するための訓練を行う能力を有 
する者とし、当該事業所の他の職務に従事することができるものとします。 

   
（営業日及び営業時間等） 

第５条 事業所の営業日、休業日及び営業時間は次のとおりとします。 

   （１）営 業 日 休業日を除く月曜日から金曜日まで。 
    （２）休 業 日  １月１日から１月３日までと１２月２９日から１２月３１日までの 

                    ６日間。 

   （３）営業時間 午前８時３０分から午後５時００分まで。 

   （４）サービス提供時間 午前９時２０分から午後４時３０分まで。 

 

（利用定員） 

第６条 事業所のご利用定員は次のとおりとします。 

    ご利用定員 ３０名 

 

（事業の実施地域） 

第７条 事業の実施地域は高津区内を原則とします。 

 

（サービスの内容） 

第８条 事業所が提供するサービスの内容は次のとおりとします。 

  （１）自宅送迎 

  （２）入浴、昼食（共に介護を含む） 

  （３）健康状態の確認 

  （４）生活等の相談、助言 

  （５）機能訓練 

  （６）その他必要な支援 

 

（利用料、その他の費用の額） 

第９条 事業所が提供するサービスに対する利用料（ご利用者負担金）は次のとおりと 
します。  

 （１）  法定代理受領分 

    事業所がサービスを提供した場合の介護報酬及びご利用者自己負担金は、別表１ 
に定めるとおりとします。 

  （２）  法定代理受領分以外の費用 

       事業所が提供するサービスの内、次の法定代理受領分以外のご利用者自己負担 
金は、別表２に定めるとおりとします。 

       イ、昼食代 
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       ロ、サービス提供時間外の利用料金 

      ハ、告示上の介護報酬額を超えた部分の費用 

       ニ、おむつ、衣料代 

       ホ、ご利用者の希望により求めた物品 

    

（サービス利用に当たっての留意事項） 

第10条  ご利用者がサービスを受けるにあたっての留意すべき事項は次のとおりとします。 

    （１）持ち物 

       タオル・着替え・連絡帳・健康保険者証等の写し・薬（常用の方のみ） 

（２）服装 

       服装は動き易いものを着用し、持ち物には必ず名前を記入して下さい。 
    （３）出欠確認 

       通所介護等を欠席する場合は、遅くとも当日午前８時２５分までに連絡して下さい。 

    （４）貴重品の取り扱い 

       貴重品の持ち込みご遠慮願います。 
   （５）サービス利用時の禁止事項 
     サービス利用時の事故やトラブルを避けるため、次の事項は禁止するものと 

します。 
  イ、ご利用者またはその家族による事業所または事業所の職員への贈答や 

食事等便益の提供 
      ロ、宗教活動や営利を目的とした勧誘行為 
      ハ、飲酒した状態での利用 
 

 

（契約書等書面の交付） 

第11条 事業所は、ご利用者がサービスの提供を受けるにあたり、ご利用者に対し 
サービスの内容、ご利用料等を記した書面を提示し、ご利用者から記載内容に 
ついて同意する旨の署名を受けたうえで、ご利用者へ書面を交付するものとします。 

 

（標識の掲示） 

第12条  事業所の見やすい場所に、営業日、運営規程の概要、職員の勤務体制等、 
利用申込みを希望される方のサービスの選択に資すると認められる事項を 
掲示するものとします。 

 
（個人情報の保護） 

第13条  ご利用者又はその家族の個人情報について「個人情報の保護に関する法律」及び 
    厚生労働省が作成した「医療・介護関係事業者における個人情報の適切な取扱いの 
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ためのガイドライン」を遵守し適切な取扱いに努めるものとする。 
２ 事業所が得たご利用者又はその家族の個人情報については、事業所での介護 

サービスの提供以外の目的では原則的に利用しないものとし、外部への情報提供に 
ついては必要に応じてご利用者又はその家族の同意を得るものとする。 

   ３ 職員は、業務上知り得たご利用者又はその家族の秘密を保持する。 
   ４ 職員であった者に、業務上知り得たご利用者又はその家族の秘密を保持させる 

ため、職員でなくなった後においてもこれらの秘密を保持するべき旨を、職員 
との雇用契約の内容に含むものとする。 

 

（身体拘束の禁止）  

第14条  事業所は、サービス提供にあたっては、ご利用者又は他のご利用者の生命又は身体を 

保護するため緊急やむを得ない場合を除き、身体的拘束その他ご利用者の行動を制限 

する行為(以下、「身体的拘束等」という。) を行いません。 

２ 事業所は、やむを得ず前項の身体的拘束等を行う場合には、その態様及び時間、 

その際の心身の状況並びに緊急やむを得ない理由など必要な事項を記載すること 

とします。 

 

(虐待防止について) 

第15条  事業所は、利用者の権利の擁護・虐待の防止等のために「高齢者虐待防止・高齢者の

擁護者に対する支援等に関する法律」（平成１８年４月１日施行）に基づき、虐待の早

期発見ならびに国や地方公共団体が講ずる施策に則ります。 

２ 事業所はこの法律に定める通報をなす事が出来るものとし、その場合は秘密保持(義 

   違反を負わないものとします。 

３  事業所は、利用者の人権の擁護・虐待の防止等のため、必要な体制の整備を行う 

ともに、従業者に対し研修を実施する等の措置を講ずるように努めます。 

 
（緊急時等における対応方法） 

第16条  事業者は、通所介護等の提供を行っているときにご利用者に病状の急変が生じた 
場合は、速やかに主治医への連絡を行う等の必要な措置を講ずるものとします。 

 
（非常災害対策） 

第17条 事業者は、防火管理の責任者を決め非常災害に関する具体的計画を立てておくと 
ともに、非常災害に備えるため、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行うもの 
とします。 
 

（事故発生時の対応） 
第18条 事故発生時には市町村、ご家族、居宅介護支援事業所等へ連絡を行い、必要な 

措置を講ずると同時に事故原因を解明し再発防止のための対策を講じます。 
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   また、事故の状況及び事故に際して採った処置について記録します。 
 
（苦情・相談・体制） 
第19条 サービスの提供等に係るご利用者からの苦情に迅速かつ適切に対応するために、 

必要な措置を講じる。 
２ 提供したサービス等に関し、市町村が行う文書その他の物件の提供若しくは照会に 

応じ及び市町村が行う調査に協力するとともに、市町村から指導又は助言を受けた 
場合は、当該指導又は助言に従って必要な改善を行う。 

  ３ 提供したサービス等に関する苦情に関して国民健康保険団体連合会が行う調査に 
協力するとともに、国民健康保険団体連合会からの指導又は助言を受けた場合は、 
当該指導又は助言に従って必要な改善を行う。 

  ４ 提供したサービス等に関するご利用者からの苦情に関して、市町村等が派遣する 
者が相談及び援助を行う事業その他の市町村が実施する事業に協力するよう努める。 

  ５ 事業所は、社会福祉法第83条に規定する運営適正化委員会が同法第85条の規程に 
より行う調査又は斡旋に協力するように努める。 
 

（その他運営に関する重要事項） 

第20条 その他運営に関する重要事項は次のとおりとします。 

    （１）定員の遵守 

         事業所は、ご利用定員を超えて通所介護の提供を行いません。 

    （２）衛生管理 

         事業所は、ご利用者の使用する施設、食器その他の設備または飲料水について、 

         衛生的な管理に努め、必要に応じて衛生上の措置を講じるものとします。 
     また、従業員に対し健康診断を実施し健康状態について把握します。 
   （３）職員研修 

  事業所は、職員の資質向上を図るため、研修の機会を次のとおり設けるものとし、

   それに伴い業務体勢を適宜調整するものとします。 

1. 採用時研修・・・・・・・・・・・・・・・・・採用時２ヶ月以内 

2. 介護予防及び要介護度進行予防に関する研修・・・・・・ 年１回 
3. 非常災害時の対応に関する研修・・・・・・・・・・・・・年１回 
4. 認知症及び認知症ケアに関する研修・・・・・・・・・・・年１回 
5. プライバシー保護の取組に関する研修・・・・・・・・・・年１回 
6. 倫理、法令遵守に関する研修・・・・・・・・・・・・・・年１回 
7. 高齢者虐待・身体拘束の排除のための取組に関する研修・・・年１回 

8. 感染症・食中毒予防及び蔓延防止に関する研修・・・・・・・年１回 

9. 緊急時の対応に関する研修・・・・・・・・・・・・・・・・年１回 

10. プライバシーの保護の取組に関する研修・・・・・・・・・・年１回 
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11. 事故発生又は再発防止に関する研修・・・・・・・・・・・・年１回 

 

    この規程の施行に必要な事項は、理事長が定めるものとします。 
 

付 則 

 

この規程は、平成１８年４月１日から施行します。 
この規程は、平成１８年８月１日から施行します。 
この規程は、平成１９年１１月５日から施行します。 
この規程は、平成２０年４月１日から施行します。 
この規程は、平成２１年４月１日から施行します。 
この規程は、平成２２年４月１日から施行します。 
この規程は、平成２３年４月１日から施行します。 
この規程は、平成２４年４月１日から施行します。 

   この規模は、平成２５年４月１日から施行します 

  この規程は、平成２６年４月１日から施行します。 

この規程は、平成２７年４月１日から施行します。 

この規程は、平成２８年４月１日から施行します。 

この規程は、平成２９年４月１日から施行します。 

この規程は、平成３０年４月１日から施行します。 

この規程は、平成３１年４月１日から施行します。 

この規程は、令和元年５月１日から施行します。 

この規程は、令和２年４月１日から施行します。 

この規程は、令和３年４月１日から施行します。 

この規程は、令和４年４月１日から施行します。 

この規程は、令和５年４月１日から施行します。 

この規程は、令和５年１０月２４日から施行します。 

この規程は、令和７年４月１日から施行します。 

この規程は、令和８年４月１日から施行します。 

この規程は、令和８年６月１日から施行します。 

 

 

 

 
別 表（通所介護） 1 

ご 利 用 料 金 表                  
介護報酬額及びご利用者負担金  （７時間以上 ８時間未満）【2024 年 4 月 1 日改定】 
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要介護度 基準単位 介護報酬額 ご利用者負担金 

要介護１ ６５８単位  ７，０５４円 

１割負担      ７０５円 

２割負担   １，４１１円 

３割負担   ２，１１６円 

要介護２ ７７７単位  ８，３２９円 

１割負担      ８３３円 

２割負担   １，６６６円 

３割負担   ２，４９９円 

要介護３ ９００単位  ９，６４８円 

１割負担      ９６５円 

２割負担   １，９３０円 

３割負担   ２，８９４円 

要介護４ １，０２３単位  １０，９６７円 

１割負担   １，０９７円 

２割負担   ２，１９３円 

３割負担   ３，２９０円 

要介護５ １，１４８単位  １２，３０７円 

１割負担   １，２３１円 

２割負担   ２，４６１円 

３割負担   ３，６９２円 

川崎市＝２級地   １単位につき１０.７２円  

介護報酬加算額及びご利用者負担金 

加算項目  加算単位 介護報酬額 ご利用者負担金 

入浴介助加算 (Ⅰ) ４０単位 ４２９円 １割負担     ４３円 

２割負担     ８６円 

３割負担    １２９円 

(Ⅱ) ５５単位 ５９０円 １割負担     ５９円 

２割負担    １１８円 

３割負担    １７７円 

科学的 

介護推進体制加算 

1 ヶ月 

につき 

４０単位 ４２９円 １割負担     ４３円 

２割負担     ８６円 

３割負担    １２９円 

個別機能訓練加算

（Ⅰ） 

イ ５６単位 ６００円 １割負担     ６０円 

２割負担    １２０円 

３割負担    １８０円 

ロ ７６単位 ８１５円 １割負担     ８２円 

２割負担    １６３円 

３割負担    ２４５円 

個別機能訓練加算

（Ⅱ） 

 ２０単位 ２１４円 １割負担     ２１円 

２割負担     ４３円 

３割負担     ６４円 

川崎市＝２級地  １単位につき１０.７２円 
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別 表（通所介護）2 

ご 利 用 料 金 表              
介護報酬額及びご利用者負担金  （６時間以上 ７時間未満）【2024 年 4 月 1 日改定】 

要介護度 基準単位 介護報酬額 ご利用者負担金 

要介護１ ５８４単位 ６，２６０円 

１割負担    ６２６円 

２割負担 １，２５２円 

３割負担 １，８７８円 

要介護２ ６８９単位 ７，３８６円 

１割負担    ７３９円 

２割負担 １，４７７円 

３割負担 ２,２１６円 

要介護３ ７９６単位 ８，５３３円 

１割負担    ８５３円 

２割負担 １，７０７円 

３割負担 ２，５６０円 

要介護４ ９０１単位 ９，６５９円 

１割負担   ９６６円 

２割負担 １，９３２円 

３割負担 ２，８９８円 

要介護５ １，００８単位 １０，８０６円 

１割負担 １，０８１円 

２割負担 ２，１６１円 

３割負担 ３，２４２円 

川崎市＝２級地   １単位につき１０.７２円 

介護報酬加算額及びご利用者負担金 

加算項目  加算単位 介護報酬額 ご利用者負担金 

入浴介助加算 (Ⅰ) ４０単位 ４２９円 １割負担     ４３円 

２割負担     ８６円 

３割負担    １２９円 

(Ⅱ) ５５単位 ５９０円 １割負担     ５９円 

２割負担    １１８円 

３割負担    １７７円 

科学的 

介護推進体制加算 

1 ヶ月 

につき 

４０単位 ４２９円 １割負担     ４３円 

２割負担     ８６円 

３割負担    １２９円 

個別機能訓練加算

（Ⅰ） 

イ ５６単位 ６００円 １割負担     ６０円 

２割負担    １２０円 

３割負担    １８０円 

ロ ７６単位 ８１５円 １割負担     ８２円 

２割負担    １６３円 

３割負担    ２４５円 

個別機能訓練加算

（Ⅱ） 

 ２０単位  １割負担     ２１円 

２割負担     ４３円 

３割負担     ６４円 

川崎市＝２級地  １単位につき１０.７２円 
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別 表（介護予防通所サービス） 

要支援１の方のご利用料金表  
介護報酬額及びご利用者負担金（入浴無し） 

ご利用回数、１回～４回の場合 
通所介護予防区分 サービス基準単位 

(１回につき) 

介護予防報酬額 

(１回につき) 

ご利用者負担金 

(１回につき) 

 

要支援１ 

 

３３９単位 

 

  ３，６３４円 

１割負担   ３０３円 

２割負担   ７２７円 

３割負担１，０９０円 

※１回につきのご負担金×ひと月のご利用回数がご請求金額になります。 

ご利用回数、５回の場合 
通所介護予防区分 サービス基準単位 介護予防報酬額 ご利用者負担金 

 

要支援１ 

 

１，６９７単位 

 

１８，１９２円 

１割負担 １，８１９円 

２割負担 ３，６３８円 

３割負担  ５，４５８円 

※こちらは月単位の定額料金になります。 

川崎市＝２級地  １単位につき１０.７２円 

 

介護報酬加算及び負担金 （入浴有り） 

ご利用回数、１回～４回の場合 
通所介護予防区分 サービス基準単位 

(１回につき) 

介護予防報酬額

(１回につき) 

ご利用者負担金 

(１回につき) 

 

要支援１ 

 

３７９単位 

 

 ４，０６３円 

１割負担   ４０６円 

２割負担    ８１３円 

３割負担  １，２１９円 

※１回につきのご負担金×ひと月のご利用回数がご請求金額になります。 

ご利用回数、５回の場合 
通所介護予防区分 サービス基準単位 介護予防報酬額 ご利用者負担金 

 

要支援１ 

 

１，８９７単位 

 

２０，３３６円 

１割負担 ２，０３４円 

２割負担  ４，０６７円 

３割負担  ６，１０１円 

※こちらは月単位の定額料金になります。 

川崎市＝２級地  １単位につき１０.７２円 
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別 表（介護予防通所サービス） 

要支援２の方のご利用料金表  
介護報酬額及びご利用者負担金（入浴無し） 

ご利用回数、１回～８回の場合 
通所介護予防区分 サービス基準単位 

(１回につき) 

介護予防報酬額 

(１回につき) 

ご利用者負担金 

(１回につき) 

 

要支援２ 
 

３４８単位 

 

３，７３１円 

１割負担  ３７３円 

２割負担   ７４６円 

３割負担  １，１１９円 

※１回につきのご負担金×ひと月のご利用回数がご請求金額になります。 

ご利用回数、９回～１０回の場合 
通所介護予防区分 サービス基準単位 介護予防報酬額 ご利用者負担金 

 

要支援２ 
 

３，４７８単位 

 

３７，２８４円 

１割負担 ３，７２８円 

２割負担  ７，４５７円 

３割負担１１，１８５円 

※こちらは月単位の定額料金になります。 

川崎市＝２級地  １単位につき１０.７２円 

 

介護報酬額及びご利用者負担金（入浴有り） 

ご利用回数、１回～８回の場合 
通所介護予防区分 サービス基準単位 

(１回につき) 

介護予防報酬額

(１回につき) 

ご利用者負担金 

(１回につき) 

 

要支援２ 
 

３８８単位 

 

４，１５９円 

１割負担  ４１６円 

２割負担   ８３２円 

３割負担  １，２４８円 

※１回につきのご負担金×ひと月のご利用回数がご請求金額になります。 

ご利用回数、９回～１０回の場合 
通所介護予防区分 サービス基準単位 介護予防報酬額 ご利用者負担金 

 

要支援２ 
 

３，８７８単位 

 

４１，５７２円 

１割負担 ４，１５７円 

２割負担  ８，３１４円 

３割負担１２，４７２円 

※こちらは月単位の定額料金になります。 

川崎市＝２級地  １単位につき１０.７２円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 12

 

介護報酬加算額 要支援１.要支援２の方（月単位の定額料金） 

加算項目 基 準 単 位  介護予防報酬額 ご利用者負担金  

 

科学的介護推進体制加算 ４０単位 ４２９円 

１割負担  ４３円 

２割負担   ８６円 

３割負担  １２９円 

川崎市＝２級地   １単位につき１０.７２円 

 

 

※ 通所介護の場合、事業所と同一建物に居住されている方やご家族が送迎を行う等の場合で送

迎サービスが必要のない方は送迎サービス相当分の報酬額を減額します。 

 

 減 算 単 位 減 算 報 酬 額 ご 利用者 割引き 額 

同一建物減算 

(月額報酬) 

要支援 1 

３７６単位 ４，０３１円 

１割負担    ４０３円 

２割負担    ８０６円 

３割負担  １，２０９円 

同一建物減算 

(月額報酬) 

要支援 2 

７５２単位 ８，０６１円 

１割負担    ８０６円 

２割負担  １，６１２円 

２割負担 ２，４１８円 

同一建物減算 

(回数報酬) 

要支援 1.要支援 2 

９４単位 １，００８円 

１割負担   １０１円 

２割負担     ２０２円 

３割負担     ３０３円 

送迎なしの減算 

(片道) 
４７単位 ５０４円 

１割負担     ５１円 

２割負担     １０１円 

３割負担     １５１円 

 

介護職員処遇改善加算Ⅱロ 

＊１ 上記基本単位数に加算単位数を合計した単位の１１．８％に該当する単位数が加算されま

す。 

＊２ ＊１の単位数×１０．７２円のうち１割分がご利用者負担分となります。 
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別 表 ２（第９条第２項） 

 

      法定代理受領分以外のご利用者自己負担金 
 

     項    目      内    容    ご 利 用 料  

昼  食  代 １食あたり ７８０円

サービス提供時間外 

の利用料金 

１時間あたり ２，０００円

告示上の介護報酬額 

を超えた部分の費用 

 越えた部分について 

実費（１０割負担） 

おむつ、衣料代  実費相当額 

ご利用者の希望により 

求めに物品 

 
 

実費相当額 

 

 

    

 

 

 

 

 


